
総'支_

イ主二§、't込溢

Ⅱ111111"「11"11"11"1111111111"111「"11111111111111

'フ念女一〔

仁'元'イ弓 3 否、
左

ノ'、

、、

Z

0

ズ

'1 W
、

气
三

本志
師ネ土
と大_

カ、

'て"

π、

、

ーノ

Z

τ_

叉 1岐

ル
土

て

ヲ
ι一 1'1才ゞΞ_ド

し

にを

ノ」、

の

之
上
^
、
Z
二
ー
リ

,
ー
~
上
一
,
、
乙
ー
リ

、
フ
,
s
b
 
ク
「
、
古
 
1
い
い
わ
オ
へ
あ
る
奇
子

3
。
よ
い
励
土
^
土
に
し
た
い
{
、

上
リ
が
か
フ
(

い
ー
わ
た
厶
し
の
^
^
い
て

、
、
力
人
ー
カ

ー
.
圖
耆
儲
ら
隠
1
昔
の
n
兒
室

と
〒
の
大
陸
1
致
土
逸
^
か
お
q
 
-
、
 
n
、
 
n
 
但
ノ

え
る
。
西
1
 
凡
り
ー
、
鳥
0
、
@
 
R
、

、
た
ヲ
、
、
ー
、

ニ
゛
.
Φ
戸
 
r
ヌ



太
陽
の
匂

太
陽
の
黍
象
来
た
。
枯
れ
笑
っ
た
あ
か
し
や
も
、

小
さ
な
誓
赤
か
ぷ
も
す
べ
て
の
物
が
動
き
出
す
。
お
日

様
に
く
す
ぐ
ら
れ
て
笑
い
出
す
。
殻
南
り
土
を
払
い
我

勝
ち
に
生
れ
出
る
。

ひ
な
げ
し
や
デ
ー
ジ
の
植
わ
っ
た
私
の
庭
に
も
く
す
ぐ

つ
た
い
笑
い
声
が
聞
え
る
。
殻
や
士
の
動
く
音
が
す
る
。

花
の
ほ
こ
ろ
ぷ
気
色
が
す
る
。
新
し
い
緑
の
匂
い
が
す

る
。
雨
の
日
は
、
そ
の
銀
色
の
真
珠
の
玉
が
ビ
ロ
ー
ド
草

の
毛
布
の
上
を
滑
り
落
ち
る
。
暖
か
い
太
陽
の
滴
が
滑
り

落
る
。
月
の
光
が
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
白
さ
を
も
っ
と
白
く

染
め
る
時
・
、
新
し
い
緑
の
匂
い
は
い
っ
そ
う
新
鮮
て
、

い

つ
そ
う
上
U
央
い
。
ヒ
ャ
シ
ン
ス
は
、
各
々
の
花
弁
を
か
わ

い
く
力
ー
ル
さ
せ
た
小
さ
な
花
の
花
束
で
あ
る
。
空
を
塗

り
終
え
た
袖
様
に
、
笹
先
の
絵
具
を
ね
だ
っ
た
よ
う
な
、

空
の
色
。
令
色
の
ラ
ッ
ハ
水
仙
は
、
太
陽
の
小
さ
な
分

＼ノ

身
ス
ィ
ト
ヒ
ー
は
、
ビ
ー
ナ
ス
の
口
紅
の
跡
0
 
つ
や
つ
丸
い

や
光
る
柿
の
集
う
ば
。
宵
ハ
変
小
さ
な
軒
お
身
。

丸
い
桂
の
葉
。
大
き
く
広
が
る
ぶ
ど
ぅ
の
つ
る
。

私
は
、
こ
ん
な
時
太
陽
の
匂
い
を
感
じ
る
。

(
昭
三
四
女
子
高
卒
・
画
家
)
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